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第 1 章 高等専門学校の目的 

第 1 節 目的 

資料 1－1－①－1 

高等教育機関としての使命（本科） 

第１章 総 則 

（目的及び使命） 

第 1 条 大阪府立大学工業高等専門学校（以下「本校」という。）は、ものづくりの街

大阪において、深く専門の学芸を教授し、創造力のある実践的技術者を養成することを

目的とし、その教育及び研究の機能を活かして、地域及び産業の発展に寄与することを

使命とする。 

２ 前項の目的及び使命を達成するため、本校の教育方針及び達成目標を別に定める。  

 

（出典 学則） 

 

 

資料 1－1－①－2 

高等教育機関としての使命（専攻科） 

（目 的） 

第 43 条 専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、より高度な工学に関す

る専門知識と技術を教授し、研究を指導することにより、創造力があり、実践的な開発・

研究型技術者を養成することを目的とする。 

２ 前項の目的を達成するため、専攻科の達成目標を別に定める。 

 

（出典 学則） 
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資料 1－1－②－1 

準学士課程で養成する人材像 

養成する人材像 

 

「教育理念」「教育方針」にもとづき、本校の教育課程を通じてどのような人材を養成することをめざして

いるかを示すのが「養成する人材像」です。 

 

（出典 学生便覧 p.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本  科（準学士課程）で養成する人材像 

ものづくりの場でのリーダー的資質を備えた創造力のある実践的な技術者 

【機械システムコース】  

ものづくりをトータルに支える柔軟な思考力を持つ機械技術者 

【メカトロニクスコース】 

機械と電気とコンピュータを総合化してシステムを作れるメカトロニクス

技術者 

【電子情報コース】  

情報化社会において活躍できる創造性豊かな電子情報技術者 

【環境物質化学コース】  

ものづくりの根底を支え，環境に配慮しながら物質や生産プロセスを創造でき

る化学技術者 

【都市環境コース】  

   幅広い視野を持ち，環境に配慮した都市を創造できる建設技術者 
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資料 1－1－②－2 

準学士課程における達成目標 

達成目標 

 

本校の教育課程、日々の授業、その他学校での諸活動を通じて、最終的に身につける目標が「達成目

標」です。 

Ａ～Ｄの大項目で柱となる４項目を表現し、それぞれの大項目をより具体化して表現したのがＡ－１

～Ｄ－２の小項目です。 

 

 

（出典 学生便覧 p.3） 

  

本科  達成目標 

Ａ 豊かな人間性と社会性 

  A-1 社会の仕組みや歴史・文化についての基礎知識を身につけ，技術と人間と

のかかわりについて理解する 

A-2  言語文化についての基礎知識と，日本語による口頭・記述での表現力お

よび基本的な英語能力を身につける 

A-3 スポーツや芸術の体験的学習を通じて技能と柔軟な表現力を身につける 

 

Ｂ 数学・自然科学・情報の基礎知識と応用する能力 

B-1 数学や自然科学の基礎知識を身につけ，応用することができる 

B-2  情報技術に関する基礎知識と技術を身につけ，基礎的な解析やデータ処

理ができる 

 

Ｃ ものづくりの基礎となる知識と技術の修得 

C-1   基礎的専門知識と技術を身につける 

C-2 地球環境への影響や社会の要求を理解できる 

 

Ｄ ものづくりを，計画的かつ組織的に遂行する総合化能力 

D-1  ものづくりの工程を体系的に理解し，他者と共通認識を形成しながら仕

事を遂行するための基本を身につける 

D-2 必要な知識を主体的に身につけながら課題にとりくむ 
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資料 1－1－③－1 

学士課程で養成する人材像 

 専攻科（学士課程）で養成する人材像 

ものづくりの場でのリーダー的資質を備えた，創造力があり，国際的

に通用する実践的な開発・研究型技術者 

 

【機械工学コース】  

ものづくりをトータルに捉え，エネルギーや環境問題のような社会システムに 対応で

きる開発・研究型機械技術者 

【電気電子工学コース】 

情報化社会において活躍できる創造性豊かな開発・研究型電気電子技術者 

【応用化学コース】  

情報化社会において活躍できる創造性豊かな電子情報技術者 

【環境物質化学コース】  

ものづくりの根底を支え，環境に配慮しながら物質や生産プロセスを創造できる開

発・研究型化学技術者 

【都市環境コース】  

   幅広い視野と深い専門知識を持ち，環境に配慮した都市を創造できる開発・研 究型

建設技術者 

      
（出典 学生便覧 p.2） 
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資料 1－1－③－2 

学士課程における達成目標 

 

 

本校の教育課程、日々の授業、その他学校での諸活動を通じて、最終的に身につける目標

が「達成目標」です。 

Ａ～Ｄの大項目で柱となる４項目を表現し、それぞれの大項目をより具体化して表 現した

のがＡ－１～Ｄ－２の小項目です。 

なお、平成２０年度から日本技術者教育認定機構（JABEE: Japan Accreditation Board for 

Engineering Education）より大学と同等の技術者教育プログラムとして認定を受けた「総

合工学システム」教育プログラムの学習・教育目標は、専攻科の達成目標と同じです。専

攻科を修了すれば達成される設計になっています。     （「総合工

学システム」教育プログラムの詳細は第Ⅴ章参照） 

 

（出典 学生便覧 p.3） 

 

 

専攻科  達成目標 
（「総合工学システム」教育プログラムの学習・教育目標） 
Ａ 豊かな人間性と社会性 

       A-1   社会の仕組みについての知識を基礎として，技術と社会とのか

かわりに 

ついて理解し，思考できる 

A-2  言語・文化の違いをふまえて物事を理解し，日本語による口頭・記述で

の論理的な表現力および英語によるコミュニケーション能力をもつ 

 

Ｂ 数学・自然科学・情報の基礎知識と応用する能力 

B-1 数学や自然科学の知識を応用して基礎的な課題を解決することができる 

B-2  情報技術に関する知識をもち，事象を数理的にモデル化し解析やデータ

処理ができる 

 

Ｃ ものづくりの基礎となる知識と技術の修得 

C-1   専門知識と技術を身につける 

C-2 地球環境への影響や社会の要求に配慮できる 

 

Ｄ ものづくりを，計画的かつ組織的に遂行する総合化能力 

D-1  ものづくりの工程を体系的に理解し，他者と共通認識を形成しながら，

組織的に仕事を遂行できる 

D-2 ものづくりの課題を自ら理解・発見し，必要な知識を主体的に身につけな

がら，計画的に仕事を遂行できる 
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資料 1－1－④－1 

教育理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1－1－⑤－1 

教育方針 

教育方針 

 
「自律」は、心身を鍛え、自らを律し、物事を多元的に理解できる幅広い視野と教養

を基礎として、目下の課題を自覚し、それを達成するために、自ら考え、学び、行動で

きる自律性をもった人材を養成することを意味します。 

「実践」は、学び考えたことを、積極的に行動にうつし、たとえ失敗してもその失敗

を活かして、目的を達成するためのよりよい方法と結果をめざす、進取の気性と向上心

をもった人材を養成することを意味します。 

そして、「協調」は、社会や組織のなかで、自らの役割や責任を自覚し、異なる考えや

立場をもった他者とも対話をもって共通理解をつくり、協力して取り組むことのできる

社会性と、リーダーシップをもった人材を養成することを意味します。 

これが、学習・生活・進路など、学校生活のあらゆる場面で本校教職員が共通に持つ

教育方針であり、自律した人間たれ、チャレンジ精神旺盛に実践せよ、社会のなかでリ

ーダーシップをもった人材たれという、学生諸君へのメッセージです。 

 

（出典 学生便覧 p.1） 

 

 

 

 

 

教育理念 

 

自律・実践・協調 
 

（出典 学生便覧 p.1） 
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2 節 周知の状況 

資料 1－2－①－1 

学内への周知方法 

 

（出典 ホ－ムペ－ジ） 
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資料 1－2－①－2 

学内への周知方法 

大阪府立大学工業高等専門学校の教育理念・目標 

大阪府立大学工業高等専門学校の目的及び使命について、学則の第 1条に次のように定められ

ている。 

 

これを達成するため、本校に在学しているあいだに身につけてほしいもっとも基本 的な資質

を、３つの言葉で表現したのが「教育理念」です。 

 

「教育理念」をより具体的に説明したものが「教育方針」です。 

 

 

 

（出典 学生便覧 p.1） 

大阪府立大学工業高等専門学校は、ものづくりの街 大阪において、

深く専門の学芸を教授し、創造力のある実践的技術者を養成することを

目的とし、その教育及び研究の機能を活かして、地域及び産業の発展に

寄 与することを使命とする。 

 
教育理念 

 

自律・実践・協調 

教育方針 

「自律」は、心身を鍛え、自らを律し、物事を多元的に理解できる幅広い視野と教

養を基礎として、目下の課題を自覚し、それを達成するために、自ら考え、学び、行

動できる自律性をもった人材を養成することを意味します。 

「実践」は、学び考えたことを、積極的に行動にうつし、たとえ失敗してもその失

敗を活かして、目的を達成するためのよりよい方法と結果をめざす、進取の気性と向

上心をもった人材を養成することを意味します。 

そして、「協調」は、社会や組織のなかで、自らの役割や責任を自覚し、異なる考

えや立場をもった他者とも対話をもって共通理解をつくり、協力して取り組むことの

できる社会性と、リーダーシップをもった人材を養成することを意味します。 

これが、学習・生活・進路など、学校生活のあらゆる場面で本校教職員が共通に持

つ教育方針であり、自律した人間たれ、チャレンジ精神旺盛に実践せよ、社会のなか

でリーダーシップをもった人材たれという、学生諸君へのメッセージ です。 
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資料 1－2－①－3 

学内への周知方法 

 

 

（出典 掲示用教育目標ポスタ－） 

 

 

資料 1－2－①－4 

学内への周知方法 

～表～                           ～裏～ 

（出典 JABEE 教育プログラム学習・教育目標カ－ド） 
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資料 1－2－①－5 

学内への周知方法 

 

 

（出典 シラバス_達成目標_記入サンプル） 
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資料 1－2－①－6 

学内への周知方法 

 

（出典 教育目標に関する自己評価調査票_授業評価アンケ－ト） 
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資料 1－2－①－7 

学内への周知方法 

サンプル_H26年度 1年生 

 

全学平均 

Q17 教育理念を知っていますか 4.24 

Q18 教育方針を知っていますか 3.74 

Q19 準学士課程及び学士課程の要請すべき人材像を知っていますか 3.79 

Q20 準学士課程及び学士課程の達成目標を知っていますか 3.68 

 

 

（出典 点検業務サ－バ「平成 26 年度授業アンケ－ト集計結果」） 

 

 

 

第 1 章 高等専門学校の目的 

第 1 節 目的 
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資料 1－1－①－1 

高等教育機関としての使命（本科） 

第１章 総 則 

（目的及び使命） 

第 1 条 大阪府立大学工業高等専門学校（以下「本校」という。）は、ものづくりの街

大阪において、深く専門の学芸を教授し、創造力のある実践的技術者を養成することを

目的とし、その教育及び研究の機能を活かして、地域及び産業の発展に寄与することを

使命とする。 

２ 前項の目的及び使命を達成するため、本校の教育方針及び達成目標を別に定める。  

 

（出典 学則） 

 

 

資料 1－1－①－2 

高等教育機関としての使命（専攻科） 

（目 的） 

第 43 条 専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、より高度な工学に関す

る専門知識と技術を教授し、研究を指導することにより、創造力があり、実践的な開発・

研究型技術者を養成することを目的とする。 

２ 前項の目的を達成するため、専攻科の達成目標を別に定める。 

 

（出典 学則） 
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資料 1－1－②－1 

準学士課程で養成する人材像 

養成する人材像 

 

「教育理念」「教育方針」にもとづき、本校の教育課程を通じてどのような人材を養成することをめざして

いるかを示すのが「養成する人材像」です。 

 

（出典 学生便覧 p.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本  科（準学士課程）で養成する人材像 

ものづくりの場でのリーダー的資質を備えた創造力のある実践的な技術者 

【機械システムコース】  

ものづくりをトータルに支える柔軟な思考力を持つ機械技術者 

【メカトロニクスコース】 

機械と電気とコンピュータを総合化してシステムを作れるメカトロニクス

技術者 

【電子情報コース】  

情報化社会において活躍できる創造性豊かな電子情報技術者 

【環境物質化学コース】  

ものづくりの根底を支え，環境に配慮しながら物質や生産プロセスを創造でき

る化学技術者 

【都市環境コース】  

   幅広い視野を持ち，環境に配慮した都市を創造できる建設技術者 
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資料 1－1－②－2 

準学士課程における達成目標 

達成目標 

 

本校の教育課程、日々の授業、その他学校での諸活動を通じて、最終的に身につける目標が「達成目

標」です。 

Ａ～Ｄの大項目で柱となる４項目を表現し、それぞれの大項目をより具体化して表現したのがＡ－１

～Ｄ－２の小項目です。 

 

 

（出典 学生便覧 p.3） 

  

本科  達成目標 

Ａ 豊かな人間性と社会性 

  A-1 社会の仕組みや歴史・文化についての基礎知識を身につけ，技術と人間と

のかかわりについて理解する 

A-2  言語文化についての基礎知識と，日本語による口頭・記述での表現力お

よび基本的な英語能力を身につける 

A-3 スポーツや芸術の体験的学習を通じて技能と柔軟な表現力を身につける 

 

Ｂ 数学・自然科学・情報の基礎知識と応用する能力 

B-1 数学や自然科学の基礎知識を身につけ，応用することができる 

B-2  情報技術に関する基礎知識と技術を身につけ，基礎的な解析やデータ処

理ができる 

 

Ｃ ものづくりの基礎となる知識と技術の修得 

C-1   基礎的専門知識と技術を身につける 

C-2 地球環境への影響や社会の要求を理解できる 

 

Ｄ ものづくりを，計画的かつ組織的に遂行する総合化能力 

D-1  ものづくりの工程を体系的に理解し，他者と共通認識を形成しながら仕

事を遂行するための基本を身につける 

D-2 必要な知識を主体的に身につけながら課題にとりくむ 
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資料 1－1－③－1 

学士課程で養成する人材像 

 専攻科（学士課程）で養成する人材像 

ものづくりの場でのリーダー的資質を備えた，創造力があり，国際的

に通用する実践的な開発・研究型技術者 

 

【機械工学コース】  

ものづくりをトータルに捉え，エネルギーや環境問題のような社会システムに 対応で

きる開発・研究型機械技術者 

【電気電子工学コース】 

情報化社会において活躍できる創造性豊かな開発・研究型電気電子技術者 

【応用化学コース】  

情報化社会において活躍できる創造性豊かな電子情報技術者 

【環境物質化学コース】  

ものづくりの根底を支え，環境に配慮しながら物質や生産プロセスを創造できる開

発・研究型化学技術者 

【都市環境コース】  

   幅広い視野と深い専門知識を持ち，環境に配慮した都市を創造できる開発・研 究型

建設技術者 

      
（出典 学生便覧 p.2） 
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資料 1－1－③－2 

学士課程における達成目標 

 

 

本校の教育課程、日々の授業、その他学校での諸活動を通じて、最終的に身につける目標

が「達成目標」です。 

Ａ～Ｄの大項目で柱となる４項目を表現し、それぞれの大項目をより具体化して表 現した

のがＡ－１～Ｄ－２の小項目です。 

なお、平成２０年度から日本技術者教育認定機構（JABEE: Japan Accreditation Board for 

Engineering Education）より大学と同等の技術者教育プログラムとして認定を受けた「総

合工学システム」教育プログラムの学習・教育目標は、専攻科の達成目標と同じです。専

攻科を修了すれば達成される設計になっています。     （「総合工

学システム」教育プログラムの詳細は第Ⅴ章参照） 

 

（出典 学生便覧 p.3） 

 

 

専攻科  達成目標 
（「総合工学システム」教育プログラムの学習・教育目標） 
Ａ 豊かな人間性と社会性 

       A-1   社会の仕組みについての知識を基礎として，技術と社会とのか

かわりに 

ついて理解し，思考できる 

A-2  言語・文化の違いをふまえて物事を理解し，日本語による口頭・記述で

の論理的な表現力および英語によるコミュニケーション能力をもつ 

 

Ｂ 数学・自然科学・情報の基礎知識と応用する能力 

B-1 数学や自然科学の知識を応用して基礎的な課題を解決することができる 

B-2  情報技術に関する知識をもち，事象を数理的にモデル化し解析やデータ

処理ができる 

 

Ｃ ものづくりの基礎となる知識と技術の修得 

C-1   専門知識と技術を身につける 

C-2 地球環境への影響や社会の要求に配慮できる 

 

Ｄ ものづくりを，計画的かつ組織的に遂行する総合化能力 

D-1  ものづくりの工程を体系的に理解し，他者と共通認識を形成しながら，

組織的に仕事を遂行できる 

D-2 ものづくりの課題を自ら理解・発見し，必要な知識を主体的に身につけな

がら，計画的に仕事を遂行できる 
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資料 1－1－④－1 

教育理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1－1－⑤－1 

教育方針 

教育方針 

 
「自律」は、心身を鍛え、自らを律し、物事を多元的に理解できる幅広い視野と教養

を基礎として、目下の課題を自覚し、それを達成するために、自ら考え、学び、行動で

きる自律性をもった人材を養成することを意味します。 

「実践」は、学び考えたことを、積極的に行動にうつし、たとえ失敗してもその失敗

を活かして、目的を達成するためのよりよい方法と結果をめざす、進取の気性と向上心

をもった人材を養成することを意味します。 

そして、「協調」は、社会や組織のなかで、自らの役割や責任を自覚し、異なる考えや

立場をもった他者とも対話をもって共通理解をつくり、協力して取り組むことのできる

社会性と、リーダーシップをもった人材を養成することを意味します。 

これが、学習・生活・進路など、学校生活のあらゆる場面で本校教職員が共通に持つ

教育方針であり、自律した人間たれ、チャレンジ精神旺盛に実践せよ、社会のなかでリ

ーダーシップをもった人材たれという、学生諸君へのメッセージです。 

 

（出典 学生便覧 p.1） 

 

 

 

 

 

教育理念 

 

自律・実践・協調 
 

（出典 学生便覧 p.1） 
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2 節 周知の状況 

資料 1－2－①－1 

学内への周知方法 

 

（出典 ホ－ムペ－ジ） 
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資料 1－2－①－2 

学内への周知方法 

大阪府立大学工業高等専門学校の教育理念・目標 

大阪府立大学工業高等専門学校の目的及び使命について、学則の第 1条に次のように定められ

ている。 

 

これを達成するため、本校に在学しているあいだに身につけてほしいもっとも基本 的な資質

を、３つの言葉で表現したのが「教育理念」です。 

 

「教育理念」をより具体的に説明したものが「教育方針」です。 

 

 

 

（出典 学生便覧 p.1） 

大阪府立大学工業高等専門学校は、ものづくりの街 大阪において、

深く専門の学芸を教授し、創造力のある実践的技術者を養成することを

目的とし、その教育及び研究の機能を活かして、地域及び産業の発展に

寄 与することを使命とする。 

 
教育理念 

 

自律・実践・協調 

教育方針 

「自律」は、心身を鍛え、自らを律し、物事を多元的に理解できる幅広い視野と教

養を基礎として、目下の課題を自覚し、それを達成するために、自ら考え、学び、行

動できる自律性をもった人材を養成することを意味します。 

「実践」は、学び考えたことを、積極的に行動にうつし、たとえ失敗してもその失

敗を活かして、目的を達成するためのよりよい方法と結果をめざす、進取の気性と向

上心をもった人材を養成することを意味します。 

そして、「協調」は、社会や組織のなかで、自らの役割や責任を自覚し、異なる考

えや立場をもった他者とも対話をもって共通理解をつくり、協力して取り組むことの

できる社会性と、リーダーシップをもった人材を養成することを意味します。 

これが、学習・生活・進路など、学校生活のあらゆる場面で本校教職員が共通に持

つ教育方針であり、自律した人間たれ、チャレンジ精神旺盛に実践せよ、社会のなか

でリーダーシップをもった人材たれという、学生諸君へのメッセージ です。 
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資料 1－2－①－3 

学内への周知方法 

 

 

（出典 掲示用教育目標ポスタ－） 

 

 

資料 1－2－①－4 

学内への周知方法 

～表～                           ～裏～ 

（出典 JABEE 教育プログラム学習・教育目標カ－ド） 
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資料 1－2－①－5 

学内への周知方法 

 

 

（出典 シラバス_達成目標_記入サンプル） 
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資料 1－2－①－6 

学内への周知方法 

 

（出典 教育目標に関する自己評価調査票_授業評価アンケ－ト） 
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資料 1－2－①－7 

学内への周知方法 

サンプル_H26年度 1年生 

 

全学平均 

Q17 教育理念を知っていますか 4.24 

Q18 教育方針を知っていますか 3.74 

Q19 準学士課程及び学士課程の要請すべき人材像を知っていますか 3.79 

Q20 準学士課程及び学士課程の達成目標を知っていますか 3.68 

 

 

（出典 点検業務サ－バ「平成 26 年度授業アンケ－ト集計結果」） 

 

 

 

 

 



  第 1 章 高等専門学校の目的 

25 

 

第 1 章 高等専門学校の目的 

第 1 節 目的 

資料 1－1－①－1 

高等教育機関としての使命（本科） 

第１章 総 則 

（目的及び使命） 

第 1 条 大阪府立大学工業高等専門学校（以下「本校」という。）は、ものづくりの街

大阪において、深く専門の学芸を教授し、創造力のある実践的技術者を養成することを

目的とし、その教育及び研究の機能を活かして、地域及び産業の発展に寄与することを

使命とする。 

２ 前項の目的及び使命を達成するため、本校の教育方針及び達成目標を別に定める。  

 

（出典 学則） 

 

 

資料 1－1－①－2 

高等教育機関としての使命（専攻科） 

（目 的） 

第 43 条 専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、より高度な工学に関す

る専門知識と技術を教授し、研究を指導することにより、創造力があり、実践的な開発・

研究型技術者を養成することを目的とする。 

２ 前項の目的を達成するため、専攻科の達成目標を別に定める。 

 

（出典 学則） 
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資料 1－1－②－1 

準学士課程で養成する人材像 

養成する人材像 

 

「教育理念」「教育方針」にもとづき、本校の教育課程を通じてどのような人材を養成することをめざして

いるかを示すのが「養成する人材像」です。 

 

（出典 学生便覧 p.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本  科（準学士課程）で養成する人材像 

ものづくりの場でのリーダー的資質を備えた創造力のある実践的な技術者 

【機械システムコース】  

ものづくりをトータルに支える柔軟な思考力を持つ機械技術者 

【メカトロニクスコース】 

機械と電気とコンピュータを総合化してシステムを作れるメカトロニクス

技術者 

【電子情報コース】  

情報化社会において活躍できる創造性豊かな電子情報技術者 

【環境物質化学コース】  

ものづくりの根底を支え，環境に配慮しながら物質や生産プロセスを創造でき

る化学技術者 

【都市環境コース】  

   幅広い視野を持ち，環境に配慮した都市を創造できる建設技術者 
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資料 1－1－②－2 

準学士課程における達成目標 

達成目標 

 

本校の教育課程、日々の授業、その他学校での諸活動を通じて、最終的に身につける目標が「達成目

標」です。 

Ａ～Ｄの大項目で柱となる４項目を表現し、それぞれの大項目をより具体化して表現したのがＡ－１

～Ｄ－２の小項目です。 

 

 

（出典 学生便覧 p.3） 

  

本科  達成目標 

Ａ 豊かな人間性と社会性 

  A-1 社会の仕組みや歴史・文化についての基礎知識を身につけ，技術と人間と

のかかわりについて理解する 

A-2  言語文化についての基礎知識と，日本語による口頭・記述での表現力お

よび基本的な英語能力を身につける 

A-3 スポーツや芸術の体験的学習を通じて技能と柔軟な表現力を身につける 

 

Ｂ 数学・自然科学・情報の基礎知識と応用する能力 

B-1 数学や自然科学の基礎知識を身につけ，応用することができる 

B-2  情報技術に関する基礎知識と技術を身につけ，基礎的な解析やデータ処

理ができる 

 

Ｃ ものづくりの基礎となる知識と技術の修得 

C-1   基礎的専門知識と技術を身につける 

C-2 地球環境への影響や社会の要求を理解できる 

 

Ｄ ものづくりを，計画的かつ組織的に遂行する総合化能力 

D-1  ものづくりの工程を体系的に理解し，他者と共通認識を形成しながら仕

事を遂行するための基本を身につける 

D-2 必要な知識を主体的に身につけながら課題にとりくむ 
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資料 1－1－③－1 

学士課程で養成する人材像 

 専攻科（学士課程）で養成する人材像 

ものづくりの場でのリーダー的資質を備えた，創造力があり，国際的

に通用する実践的な開発・研究型技術者 

 

【機械工学コース】  

ものづくりをトータルに捉え，エネルギーや環境問題のような社会システムに 対応で

きる開発・研究型機械技術者 

【電気電子工学コース】 

情報化社会において活躍できる創造性豊かな開発・研究型電気電子技術者 

【応用化学コース】  

情報化社会において活躍できる創造性豊かな電子情報技術者 

【環境物質化学コース】  

ものづくりの根底を支え，環境に配慮しながら物質や生産プロセスを創造できる開

発・研究型化学技術者 

【都市環境コース】  

   幅広い視野と深い専門知識を持ち，環境に配慮した都市を創造できる開発・研 究型

建設技術者 

      
（出典 学生便覧 p.2） 
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資料 1－1－③－2 

学士課程における達成目標 

 

 

本校の教育課程、日々の授業、その他学校での諸活動を通じて、最終的に身につける目標

が「達成目標」です。 

Ａ～Ｄの大項目で柱となる４項目を表現し、それぞれの大項目をより具体化して表 現した

のがＡ－１～Ｄ－２の小項目です。 

なお、平成２０年度から日本技術者教育認定機構（JABEE: Japan Accreditation Board for 

Engineering Education）より大学と同等の技術者教育プログラムとして認定を受けた「総

合工学システム」教育プログラムの学習・教育目標は、専攻科の達成目標と同じです。専

攻科を修了すれば達成される設計になっています。     （「総合工

学システム」教育プログラムの詳細は第Ⅴ章参照） 

 

（出典 学生便覧 p.3） 

 

 

専攻科  達成目標 
（「総合工学システム」教育プログラムの学習・教育目標） 
Ａ 豊かな人間性と社会性 

       A-1   社会の仕組みについての知識を基礎として，技術と社会とのか

かわりに 

ついて理解し，思考できる 

A-2  言語・文化の違いをふまえて物事を理解し，日本語による口頭・記述で

の論理的な表現力および英語によるコミュニケーション能力をもつ 

 

Ｂ 数学・自然科学・情報の基礎知識と応用する能力 

B-1 数学や自然科学の知識を応用して基礎的な課題を解決することができる 

B-2  情報技術に関する知識をもち，事象を数理的にモデル化し解析やデータ

処理ができる 

 

Ｃ ものづくりの基礎となる知識と技術の修得 

C-1   専門知識と技術を身につける 

C-2 地球環境への影響や社会の要求に配慮できる 

 

Ｄ ものづくりを，計画的かつ組織的に遂行する総合化能力 

D-1  ものづくりの工程を体系的に理解し，他者と共通認識を形成しながら，

組織的に仕事を遂行できる 

D-2 ものづくりの課題を自ら理解・発見し，必要な知識を主体的に身につけな

がら，計画的に仕事を遂行できる 



  第 1 章 高等専門学校の目的 

30 

 

資料 1－1－④－1 

教育理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1－1－⑤－1 

教育方針 

教育方針 

 
「自律」は、心身を鍛え、自らを律し、物事を多元的に理解できる幅広い視野と教養

を基礎として、目下の課題を自覚し、それを達成するために、自ら考え、学び、行動で

きる自律性をもった人材を養成することを意味します。 

「実践」は、学び考えたことを、積極的に行動にうつし、たとえ失敗してもその失敗

を活かして、目的を達成するためのよりよい方法と結果をめざす、進取の気性と向上心

をもった人材を養成することを意味します。 

そして、「協調」は、社会や組織のなかで、自らの役割や責任を自覚し、異なる考えや

立場をもった他者とも対話をもって共通理解をつくり、協力して取り組むことのできる

社会性と、リーダーシップをもった人材を養成することを意味します。 

これが、学習・生活・進路など、学校生活のあらゆる場面で本校教職員が共通に持つ

教育方針であり、自律した人間たれ、チャレンジ精神旺盛に実践せよ、社会のなかでリ

ーダーシップをもった人材たれという、学生諸君へのメッセージです。 

 

（出典 学生便覧 p.1） 

 

 

 

 

 

教育理念 

 

自律・実践・協調 
 

（出典 学生便覧 p.1） 
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2 節 周知の状況 

資料 1－2－①－1 

学内への周知方法 

 

（出典 ホ－ムペ－ジ） 
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資料 1－2－①－2 

学内への周知方法 

大阪府立大学工業高等専門学校の教育理念・目標 

大阪府立大学工業高等専門学校の目的及び使命について、学則の第 1条に次のように定められ

ている。 

 

これを達成するため、本校に在学しているあいだに身につけてほしいもっとも基本 的な資質

を、３つの言葉で表現したのが「教育理念」です。 

 

「教育理念」をより具体的に説明したものが「教育方針」です。 

 

 

 

（出典 学生便覧 p.1） 

大阪府立大学工業高等専門学校は、ものづくりの街 大阪において、

深く専門の学芸を教授し、創造力のある実践的技術者を養成することを

目的とし、その教育及び研究の機能を活かして、地域及び産業の発展に

寄 与することを使命とする。 

 
教育理念 

 

自律・実践・協調 

教育方針 

「自律」は、心身を鍛え、自らを律し、物事を多元的に理解できる幅広い視野と教

養を基礎として、目下の課題を自覚し、それを達成するために、自ら考え、学び、行

動できる自律性をもった人材を養成することを意味します。 

「実践」は、学び考えたことを、積極的に行動にうつし、たとえ失敗してもその失

敗を活かして、目的を達成するためのよりよい方法と結果をめざす、進取の気性と向

上心をもった人材を養成することを意味します。 

そして、「協調」は、社会や組織のなかで、自らの役割や責任を自覚し、異なる考

えや立場をもった他者とも対話をもって共通理解をつくり、協力して取り組むことの

できる社会性と、リーダーシップをもった人材を養成することを意味します。 

これが、学習・生活・進路など、学校生活のあらゆる場面で本校教職員が共通に持

つ教育方針であり、自律した人間たれ、チャレンジ精神旺盛に実践せよ、社会のなか

でリーダーシップをもった人材たれという、学生諸君へのメッセージ です。 
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資料 1－2－①－3 

学内への周知方法 

 

 

（出典 掲示用教育目標ポスタ－） 

 

 

資料 1－2－①－4 

学内への周知方法 

～表～                           ～裏～ 

（出典 JABEE 教育プログラム学習・教育目標カ－ド） 
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資料 1－2－①－5 

学内への周知方法 

 

 

（出典 シラバス_達成目標_記入サンプル） 
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資料 1－2－①－6 

学内への周知方法 

 

（出典 教育目標に関する自己評価調査票_授業評価アンケ－ト） 
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資料 1－2－①－7 

学内への周知方法 

サンプル_H26年度 1年生 

 

全学平均 

Q17 教育理念を知っていますか 4.24 

Q18 教育方針を知っていますか 3.74 

Q19 準学士課程及び学士課程の要請すべき人材像を知っていますか 3.79 

Q20 準学士課程及び学士課程の達成目標を知っていますか 3.68 

 

 

（出典 点検業務サ－バ「平成 26 年度授業アンケ－ト集計結果」） 
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資料 1－2－②－1 

学外への周知方法 

 

（出典 ホ－ムペ－ジ） 

 

 

資料 1－2－②－2 

学外への周知方法 

    

 

（出典 大阪府大高専 2016 年度学校案内） 
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資料 1－2－②－3 

学外への周知方法 

 

 （出典 2015 年度学校要覧） 
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資料 1－2－②－3（続き） 

学外への周知方法 

 

 （出典 2015 年度学校要覧） 


